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 8 月 4 日に「同窓会総会・成人

を祝う会」が開催されました。同

窓生 17 名、保護者 12 名、職員・

旧職員 38 名の合わせて 67 名も

の参加があり、盛大な会となりま

した。特に「成人を祝う会」は、

きらり支援学校開校以来、初めて

の会ということもあり、新成人を

賑やかにお祝いしながら、ゆっく

りと近況を確認し合う温かい会

となりました。 

 

 

 ９月 4 日は栗田養護学校、６日は天王みどり学園を会

場に、障害福祉サービス事業所合同説明会が行われまし

た。限られた時間ながら、保護者の皆様は熱心に事業所

の説明に耳を傾けていました。後半は、各事業所のブー

スで個々の相談に応じる時間がありました。各施設の運

営の考え方や具体的な利用方法等について活発な質疑

応答がなされていました。 



カッターを使ってコ

ードの中から導線を取

り出す作業。太いコー

ドは力がいるので、押

さえている手を切らな

いように細心の注意が

必要です。安全第一が

大切です。 

その日に使用した、空き缶

やペットボトル入れるかご

を洗っています。周りの職員

と協力して、時間までに終わ

らせることが難しいそうで

す。 

お客様への対応も課題の

一つです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 31 日、県央地区移行支援ネットワーク会議が開催されました。全体会では、あきた地域生活支援

ネットワーク代表理事の田原孝之氏から「新たな相談支援と秋田県内の状況について」というテーマで

講演をいただきました。内容としては、4 月からスタートした相談支援の仕組み、10 月から始まる虐待

防止への取り組み、など県内の障害者支援の状況について詳しくお話をしていただきました。 

その後の労働分科会では「発達障害児者の就労と移行支援について～発達障害児者への理解を就労へ

とつなぐには～」というテーマでパネラーの方々から雇用の現状や事例を交えた話題提供をいただき、

就労支援についての意見交換を図ることができました。 

また、福祉分科会では「重症心身障害児者の移行支援について～重症障害児者と家族を支えていくに

は～」というテーマに保護者や行政、施設職員、相談支援員といった立場から話題提供をいただき、参

加した本校保護者の方々から質問感想などもいただきました。 

当日の資料、記録などもありますので、詳しくお知りになりたい方は、各学部の進路指導部員へ連絡

ください。 

【【【【高等部高等部高等部高等部３３３３年年年年１１１１組組組組    柴田篤樹柴田篤樹柴田篤樹柴田篤樹さんさんさんさん】】】】    

前期に引き続き資源リサイクル

を行っている事業所に行きまし

た。前期実習を通して学んだこと

を、学校生活に生かし、後期実習

に臨むことが大切です。 


